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■
日
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
交
流
会
を
開
催

　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
交
流
会
」
を
市
民
会
館
で
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
市
内
在
住
の
け

ん
玉
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
伊
藤
佑
介
氏
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
も
あ

り
ま
す
。

﹇
日
時
﹈
３
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

正
午
﹇
会
場
﹈
市
民
会
館
﹇
申
込
み
﹈

日
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
（
�　

・
７
６
１
６
）
へ

５８９

■
「
第　

回
日
野
市
民
ふ
れ
あ
い
福

２８

祉
ま
つ
り
」
参
加
団
体
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
募
集

　

市
内
の
施
設
・
団
体
等
の
日
常
活

動
の
発
表
・
展
示
・
作
品
の
販
売
を

行
い
、
住
民
の
方
々
と
の
理
解
を
深

め
、
交
流
を
は
か
る
場
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募

集
し
ま
す
。
昨
年
は
「
や
さ
し
さ
を

　

心
で
受
け
て　

手
で
受
け
て
」
で

し
た
。
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

﹇
日
時
﹈
６
月
３
日
�
﹇
会
場
﹈
市

民
プ
ラ
ザ
・
日
野
中
央
公
園
（
予
定
）

﹇
対
象
﹈
市
内
施
設
・
団
体
・
サ
ー

ク
ル
※
実
行
委
員
会
数
回
あ
り
﹇
申

込
み
﹈
３
月　

日
�
ま
で
に
ハ
ガ
キ

１６

で
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒　
１９１

―
０
０
１
１
日
野
本
町
７
の
５
の　
２３

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
�　

・
５８２

２
３
１
９
）
へ

■
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
４
月
１
日

か
ら
利
用
者
負
担
の
更
な
る
軽
減

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
平

成　

年
４
月
か
ら
利
用
者
負
担
の
仕

１８
組
み
が
定
率
負
担（
原
則
１
割
負
担
）

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
更
な
る
負

担
軽
減
措
置
（
平
成　

・　

年
度
の

１９

２０

経
過
措
置
）
と
し
て
、
軽
減
の
拡
充

が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
通
所
施
設
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
、
障
害
児
の
い
る
世
帯
の
負
担
軽

減
措
置

　

世
帯
の
収
入
・
資
産
の
状
況
に
よ

っ
て
、
月
額
負
担
の
上
限
額
を
４
分

の
１
に
引
き
下
げ
ま
す
（
左
表
参

照
）。
※
税
制
改
正
に
よ
り
７
月
以

降
は
、
所
得
割　

万
円
未
満
（
予
定
）

１６

 
▼
入
所
施
設
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・

ケ
ア
ホ
ー
ム
利
用
者
の
負
担
軽
減
措

置
　

現
在
、
入
所
施
設
に
つ
い
て
は
工

賃
控
除
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
工
賃

が
年
間　

万
８
千
円
（
こ
の
額
を
超

２８

え
た
部
分
の
３
割
を
含
む
）
ま
で
は

確
実
に
手
元
に
残
る
よ
う
、
個
別
減

免
（
定
率
負
担
の
軽
減
）・
補
足
給
付

（
食
費
・
光
熱
水
費
の
軽
減
）
の
工

賃
控
除
の
仕
組
み
を
徹
底
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
利

用
者
に
つ
い
て
も
入
所
施
設
と
同
様

に
工
賃
控
除
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
個

別
減
免
の
資
産
要
件
（
預
貯
金
等
）

が
「　

万
円
以
下
」
か
ら
「　

万
円

３５０

５００

以
下
」
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者
に
は
案
内
を
送
付

　

課
税
状
況
等
を
調
査
し
、
対
象
要

件
に
該
当
す
る
方
に
は
２
月
上
旬
に

案
内
を
送
付
し
ま
し
た
。
ま
だ
案
内

が
届
い
て
い
な
い
方
で
、
対
象
要
件

に
該
当
す
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

●利用者負担軽減措置
通所施設・在宅サービス利用者（平成１９・２０年度）

月額負担上限額を４分の１に軽減
※通所施設の場合、「低所得２」は「低所得１」と同額

軽減内容

・低所得１の方
・低所得２の方
・一般（市民税所得割１０万円（注）未満）の方
（注）収入ベースで概ね６００万円まで

対象者
・資産（預貯金等）が下記要件を満たす場合
単身…５００万円、家族同居…１，０００万円以下
本人及び親族が居住している不動産以外の固定資産
を有していないこと

ＮＰＯ法人などすべての事業者対象事業者

く
だ
さ
い
。

﹇
問
合
せ
先
﹈
障
害
福
祉
課

■
病
院
窓
口
で
の
負
担
が
一
部
変
わ

り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
入
院
等
に
つ
い
て　
７０

歳
未
満
の
方
の
病
院
窓
口
で
の
医
療

費
の
支
払
い
に
変
更
が
あ
り
ま
す
。

申
請
を
し
て
、「
限
度
額
適
用
認
定

証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
れ
ば
、

窓
口
で
の
負
担
（
保
険
診
療
分
）
が

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
の
支
払
い
に
な
り
ま
す
。
４
月
以

降
、
高
額
な
医
療
費
が
発
生
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
３
月
か
ら
受
け
付

け
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
と

認
定
証
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
認
定

証
を
提
示
し
な
か
っ
た
り
、
自
己
負

担
限
度
額
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
今
ま
で
ど
お
り
、
診
療
月
か
ら

早
く
て
３
カ
月
後
の
下
旬
に
高
額
療

養
費
の
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

﹇
持
参
す
る
も
の
﹈
印
鑑
、
該
当
者

の
国
民
健
康
保
険
証
、
申
請
者
が
該

当
者
で
な
い
場
合
は
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
（
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト

・
保
険
証
等
）﹇
受
付
窓
口
﹈
保
険
年

金
課
給
付
係

 
■
高
齢
者
入
院
見
舞
金
支
給
制
度

　
　

歳
以
上
の
方
（
生
活
保
護
受
給

７０
者
を
除
く
）
が
、
病
気
や
け
が
な
ど

で
医
療
保
険
に
よ
り
７
日
以
上
継
続

●７０歳未満の方の自己負担限度額

自己負担限度額
所得区分（平成１７年中
の所得で判定します）

１５０，０００円＋（医療費－５００，０００円）
×１％《８３，４００円》

上位所得者（基礎控除
後の所得６００万円を超
える世帯）

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）
×１％《４４，４００円》

一般（上記以外の住民
税課税世帯）

３５，４００円（２４，６００円）住民税非課税

※過去１２か月間に高額療養費の支給が４回以上あった場合、
《　》の数字が適用されます。
《　》の金額は、医療機関で回数等を把握しているなど適用
することが可能である場合に限り適用されます。

し
て
入
院
し
た
と
き
、
入
院
日
数
に

応
じ
て
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

﹇
申
請
時
期
﹈
�
退
院
し
た
と
き
�

入
院
中
に
入
院
に
係
る
当
該
年
度
の

末
日
（
３
月　

日
）
に
な
っ
た
と
き

３１

�
入
院
日
数
が　

日
以
上
に
な
っ
た

１８１

と
き
※
申
請
期
限
は
、
上
記
事
由
が

発
生
し
て
か
ら
６
カ
月
以
内
﹇
申
請

に
必
要
な
も
の
﹈
入
院
日
数
が
確
認

で
き
る
も
の
（
入
院
費
領
収
書
な

ど
）、
印
鑑
、
口
座
番
号
等
の
確
認
が

で
き
る
も
の
（
郵
便
局
は
除
く
）﹇
入

院
日
数
・
支
給
金
額
﹈
７
〜　

日
…

６０

１
万
円
、　

〜　

日
…
２
万
円
、　

６１

１８０

１８１

日
以
上
…
３
万
円
※
年
度
内
の
上
限

は
３
万
円
﹇
申
請
方
法
﹈
本
人
ま
た

は
家
族
（
代
理
人
）
が
高
齢
福
祉
課

医
療
係
へ

■
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
へ

　

医
療
機
関
等
に
か
か
る
と
き
は
、

必
ず
健
康
保
険
証
と
医
療
受
給
者
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
平
成　

年
１８

８
月
か
ら
一
部
負
担
金
の
割
合
等
が

変
わ
っ
た
方
は
、
新
し
い
医
療
受
給

者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

古
い
医
療
受
給
者
証
を
返
却
し
て
い

な
い
方
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
老
人
保
健
法
の
医
療
対
象
者

　

医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
、
�

昭
和
７
年
９
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ

３０

た
方
�　

歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手

６５

帳
１
〜
３
級
及
び
４
級
の
一
部
（
問

い
合
わ
せ
を
）・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
・
２
級
等
に
該
当
す
る
方

で
老
人
医
療
の
障
害
認
定
を
受
け
て

い
る
方
※
�
の
方
は
申
請
に
よ
り
認

定
が
必
要
（
既
に
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
は
不
要
）

▼
医
療
費
の
自
己
負
担
（
一
部
負
担

金
）

　

医
療
を
受
け
た
と
き
は
、
か
か
っ

た
医
療
費
の
一
部
を
医
療
機
関
等
の

窓
口
で
支
払
い
ま
す
。
一
部
負
担
金

の
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
（
一

定
以
上
所
得
者
の
方
）
で
す
。
※
一

定
以
上
所
得
者
と
は
�
住
民
税
課
税

標
準
額
が　

万
円
以
上
の
老
人
保
健

１４５

法
医
療
受
給
者
�
住
民
税
課
税
標
準

額
が　

万
円
以
上
の　

歳
以
上
の
方

１４５

７０

及
び
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
と
同

一
世
帯
の
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
。
な
お
、
住
民
税
課
税
標
準
額
が

　

万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、　

歳
以

１４５

７０

上
の
方
及
び
老
人
保
健
法
医
療
受
給

者
の
収
入
（
必
要
経
費
を
引
く
前
）

の
合
計
額
が
、
２
人
以
上
の
場
合
は

　

万
円
未
満
（
１
人
の
場
合
は　

万

５２０

３８３

円
未
満
）
で
あ
れ
ば
、
申
請
（
老
人

保
健
基
準
収
入
額
適
用
申
請
）
に
よ

り
該
当
す
る
と
翌
月
か
ら
１
割
負
担

に
変
更
に
な
り
ま
す

▼
高
額
医
療
費

　

同
じ
診
療
月
内
に
支
払
っ
た
医
療

費
（
一
部
負
担
金
）
の
合
計
が
自
己

負
担
限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
超

え
た
額
が
高
額
医
療
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
対
象
に
な
っ
た
方
に
は

診
療
月
の
約
３
カ
月
後
に
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額
は

負
担
割
合
、
所
得
等

に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
（
下
表
参
照
）。

※
入
院
時
の
食
事
代

や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な

ど
の
医
療
保
険
対
象

外
の
も
の
は
高
額
医

療
費
の
支
給
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
入
院
し
た
と
き

の
医
療
費
（
一
部
負

担
金
）
は
月
ご
と
に

自
己
負
担
限
度
額
ま

で
の
支
払
い
と
な
り

ま
す

▼
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
方

　

下
表
の
自
己
負
担

限
度
額
の
区
分
の

「
低
所
得
�
」（
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
）、「
低

所
得
�
」（
住
民
税
非
課
税
で
各
種
収

入
か
ら
必
要
経
費
・
控
除
を
差
し
引

い
た
所
得
が
０
円
と
な
る
世
帯
に
属

す
る
方
（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
は

　

万
円
以
下
）に
該
当
す
る
方
は
、入

８０院
の
際
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
入
院
の
際
、
医
療
機

関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成　

年
８
月
か
ら
２
年
間
の
経

１８

過
措
置
で
、
住
民
税
課
税
者
が
「
住

民
税
に
係
る
経
過
措
置
対
象
者
」（
平

成　

年
１
月
１
日
現
在
で　

歳
に
達

１７

６５

し
て
い
た
合
計
所
得
金
額　

万
円
以

１２５

下
の
方
）
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
住

民
税
非
課
税
者
で
あ
る
老
人
保
健
法

医
療
受
給
者
の
方
は
「
低
所
得
�
」

（
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
は
「
低
所

得
�
」）
の
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す

﹇
問
合
せ
先
﹈
高
齢
福
祉
課
医
療
係

 
■
平
成　

年
度
日
野
交
通
少
年
団
員

１９

﹇
活
動
日
﹈
毎
月
２
回
（
日
曜
日
）

﹇
活
動
内
容
﹈
�
交
通
安
全
広
報
活

動
�
鼓
笛
練
習
・
演
奏
�
老
人
ホ
ー

ム
訪
問
・
新
選
組
パ
レ
ー
ド
参
加
�

他
地
区
と
の
交
流
、
親
睦
活
動
等

﹇
対
象
﹈
市
内
在
住
の
新
小
学
１
〜

６
年
生
※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

﹇
申
込
み
﹈
３
月　

日
�
ま
で
に
日

３１

野
警
察
署
交
通
総
務
係
（
�　

・
０

５８６

１
１
０
）
へ
﹇
問
合
せ
先
﹈
市
都
市

計
画
課

■
学
童
ク
ラ
ブ
臨
時
職
員

　

４
月
１
日
か
ら
の
欠
員
補
充
用
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

﹇
勤
務
日
時
﹈
週
２
日
（
土
曜
・
月

曜
日
）
ま
た
は
週
５
日
（
月
曜
〜
金

曜
日
）。
正
午
〜
午
後
６
時﹇
勤
務
場

所
﹈
市
内
の
学
童
ク
ラ
ブ
﹇
勤
務
内

容
﹈
学
童
ク
ラ
ブ
児
童
の
育
成
・
指

導
﹇
時
間
単
価
﹈
資
格
あ
り
…　

円
、

９５０

資
格
な
し
…　

円
﹇
待
遇
﹈
賞
与
年

８９０

２
回
支
給
、
交
通
費
全
額
支
給
、
有

給
休
暇
あ
り
、
週
５
日
勤
務
は
社
会

保
険
加
入
、
週
２
日
は
扶
養
範
囲
内

﹇
応
募
資
格
﹈
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
�
教
員
免
許
ま
た
は
、
保

育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
�
免
許
等

は
無
い
が
、
そ
れ
に
相
当
す
る
子
育

て
経
験
等
を
有
す
る
方﹇
応
募
方
法
﹈

履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
免
許
等
保
持

者
は
教
員
免
許
等
の
写
し
を
、
〒　
１９１

―
８
６
８
６
日
野
市
役
所
子
育
て
課

へ
本
人
が
郵
送
ま
た
は
持
参

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
入
会
案

内
説
明
会

﹇
日
時
﹈
３
月
６
日
�
・　

日
�
午

１６

前
９
時　

分
〜
正
午
﹇
会
場
﹈
シ
ル

３０

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
﹇
内
容
﹈
事
業

紹
介
、
概
要
説
明
﹇
対
象
﹈　

歳
以

６０

上
の
方
﹇
問
合
せ
先
﹈
日
野
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
�　

・
８
１

５８１

７
１
）

●１カ月の医療費の自己負担限度額〈老人保健法医療受給者〉

入院時の食事代
（１食あたり）

自己負担限度額（月額）

所 得 区 分
負担
割合 入院および世帯単位

（入院＋外来）
外　来

（個人単位）

２６０円

８０，１００円＋医療費が２６７，０００円を
超えた場合、超えた額の１％を加
算　※注２

４４，４００円一定以上所得者
３割
※注１

４４，４００円１２，０００円一　　　般

１割

２１０円９０日までの入院

２４，６００円
 ８，０００円

低所得Ⅱ
住民税
非課税
世帯等
※注３

１６０円
過去１２カ月で９０日
を超える入院

１００円１５，０００円低所得Ⅰ

※注１　老人保健法医療受給者証の負担割合に「自己負担限度額『一般』適用」の記載がある方は、所得区分
「一般」の限度額が適用されます（平成１８年８月から２年間の経過措置）

※注２　過去１２カ月以内に４回以上高額医療費支給を受ける場合（多数該当）の４回目からの限度額は４４，４００
円になります

※注３　「低所得Ⅱ」「低所得Ⅰ」に該当する方で入院時の食事代の減額を受けるには、「限度額適用・標準負
担額減額認定証」の申請が必要となります


